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『
清
心
語
文
』
投
稿
要
領 

 

Ｉ
．
厳
守
事
項 

 
ⅰ

．
枚
数
上
限 

  
 

原
則
と
し
て
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
で
、
三
〇
～
四
〇
枚
程
度
（
一
六
〇
〇
〇
字
）
で
あ
る
が
、
一
三
ペ
ー

ジ
分
ま
で
掲
載
可
能
。
た
だ
し
、
タ
イ
ト
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
の
関
係
に
よ
り
、
六
行
分
（
縦
書
き
の
場
合
、
上
下
段
と
も

に
六
行
分
な
の
で
、
実
質
一
二
行
分
）
は
余
白
を
残
す
こ
と
。 

 
 

ま
た
、
最
終
頁
に
改
ま
っ
て
、
一
、
二
行
で
終
了
す
る
構
成
は
な
る
べ
く
避
け
る
。 

  
ⅱ

．
注
の
付
け
方 

 


 

付
加
箇
所
に
つ
い
て 

・ 

形
式
は
、（
注
１
）、（
注
２
）・
・
・
に
統
一
す
る
。 

・ 

文
字
サ
イ
ズ
は
８
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。（
万
一
、
文
字
サ
イ
ズ
が
変
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
朱
筆
で
指
示
を
入
れ
る
。
） 

・ 

注
を
付
加
す
る
文
章
の
句
点
直
前
に
入
れ
る
。 

       


 

表
記
箇
所
に
つ
い
て 

・ 

注
表
記
の
開
始
は
、
本
文
最
終
行
か
ら
一
行
空
け
て
始
め
る
。 

・ 

「
注
」
の
字
は
注
１
の
箇
所
に
の
み
記
す
。 

・ 

「
注
」
の
字
の
み
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
変
え
、
算
用
数
字
は
明
朝
体
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。 

・ 

注
番
号
を
記
し
た
後
、
一
マ
ス
空
け
て
注
内
容
を
書
く
。
ま
た
、
二
行
に
わ
た
る
場
合
は
、
開
始
箇
所
は

一
行
目
の
空
白
部
分
か
ら
に
す
る
。 

           

【
例
】 

 
 
 

○ 

と
考
え
ら
れ
る
（
注
１
）
。 

 
 
 
×
 

と
考
え
ら
れ
る
。（
注
１
） 

 

【
例
】 

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
行
ア
ケ
ル
〉 

注
１
□
山
田
太
郎
は
・
・
・
・
・
・ 

□
２
□
佐
藤
花
子
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

□
□
と
い
う
の
で
あ
る
。 

□
３
□
注
１
に
同
じ
。 

「注」の字のみ

ゴシック体 

１マス空ける。 

２マス空ける。 

「注」の字を

書かない。 
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ⅲ
 

末
尾
に
、
著
者
名
の
ひ
ら
が
な
読
み
と
、
著
者
の
身
分
を
記
す
。 

 
 

本
学
卒
業
生
・
修
了
生
の
場
合
、
卒
業
・
修
了
年
を
記
す
。 

       Ⅱ

．
任
意
事
項 

（
雑
誌
と
し
て
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
。） 

  
ⅰ

．
各
章
ご
と
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
章
数
字
、
及
び
、
章
見
出
し
を
付
け
る
。
そ
の
際
、
前
後
一
行
ず
つ
空
け
る
。 

           
ⅱ

．
か
っ
こ
は
左
記
に
よ
る
。 

 
 

① 

論
文
名
「 

 
 
 

」 

 
 

② 

雑
誌
名
、
単
行
本
名
『 

 
 
 

』 

 
 

③ 

叢
書
名
、
全
集
名
に
は
か
っ
こ
を
付
け
な
い
。 

  
ⅲ

．
雑
誌
、
単
行
本
刊
行
の
表
記
は
左
記
に
よ
る
。 

 
 

① 

『 

雑
誌
名 

』（
刊
行
年
月
） 

 

〈
巻
号
は
適
宜
〉 

 
 

② 

著
者
名
『 

単
行
本
名 

』（
出
版
社
名
、
刊
行
年
月
） 

  
ⅳ

．
冒
頭
に
、
論
文
名
、
著
者
名
、
キ
ー
ワ
ー
ド
三
語
を
記
す
。
た
だ
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
印
刷
所
が
行
う
。 

        

＿
以 

上 

【
例
】 

成
立
と
編
集
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
行
ア
ケ
ル
〉 

 
 

二 

『
藤
簍
冊
子
』
の
原
型 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
行
ア
ケ
ル
〉 

 

初
期
の
段
階
か
ら
刊
行
が
・
・
・ 

 

全てゴシック体 

【
例
】 

夏
目
漱
石
論 

―
「
坊
つ
ち
や
ん
」
に
見
る
女
性
観
― 

山
田 

花
子 

 

  
 

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
○
○
○ 

△
△
△ 

□
□
□ 

  
 

は
じ
め
に 

 

【
例
】 

と
考
え
ら
れ
る
。 

（
や
ま
だ 

は
な
こ
／
二
〇
○
○
年
度
博
士
前
期
課
程
修
了
） 


